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フラ・タヒチアンダンスでフラ・タヒチアンダンスで
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8 月 1 日（月）から8 月 1 日（月）から
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友好都市 長浜市との交流友好都市 長浜市との交流…2…2



ま・ち・の・わ・だ・い

②

【友好都市盟約を結んだ日】
　昭和 62 年 10 月 8 日

【経緯】
　種子島に鉄砲が伝わり、初の
国産化が成功した後、長浜市国
友町に伝えられたことがきっか
けです。国友町は鉄砲の一大製
造地として発展しました。
　これまでも、種子島火縄銃
保存会と、国友鉄砲研究会の
交流が相互に行われています。

友好都市 長浜市について

　
６
月

　
６
月
1818
日
（
土
）、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
（
土
）、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
内
之
倉
由
美
氏
に
よ
る
陸
上
教
室

で
、
内
之
倉
由
美
氏
に
よ
る
陸
上
教
室

が
実
施
さ
れ
、
陸
上
ク
ラ
ブ
「
種
子
島

が
実
施
さ
れ
、
陸
上
ク
ラ
ブ
「
種
子
島

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ  

Ｔ
＆
Ｆ
」
に
所
属
す
る
市
内

Ｔ
＆
Ｆ
」
に
所
属
す
る
市
内

の
小
・
中
・
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

の
小
・
中
・
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

内
之
倉
氏
は
、
走
幅
跳
の
県
高
校

　

内
之
倉
氏
は
、
走
幅
跳
の
県
高
校

記
録
保
持
者
（
６
ｍ

記
録
保
持
者
（
６
ｍ
1616
㎝
）
で
す
。

㎝
）
で
す
。

２
０
２
０
年
ま
で
選
手
と
し
て
活
躍

２
０
２
０
年
ま
で
選
手
と
し
て
活
躍

し
、
引
退
後
は
、
教
え
る
こ
と
で
鹿
児

し
、
引
退
後
は
、
教
え
る
こ
と
で
鹿
児

島
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

島
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

県
内
各
地
で
陸
上
を
教
え
て
い
ま
す
。

県
内
各
地
で
陸
上
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
小
川
紗
李
奈
さ
ん
（
榕
城

　
参
加
し
た
小
川
紗
李
奈
さ
ん
（
榕
城

小
・
６
年
）
は
、「
と
て
も
楽
し
く
勉
強

小
・
６
年
）
は
、「
と
て
も
楽
し
く
勉
強

に
な
っ
た
。
し
っ
か
り
基
礎
を
大
切
に

に
な
っ
た
。
し
っ
か
り
基
礎
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

内
之
倉
由
美
氏
に
よ
る

内
之
倉
由
美
氏
に
よ
る

陸
上
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

陸
上
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

▲ 内之倉由美氏▲ 内之倉由美氏

▲ 練習に取り組む児童の様子▲ 練習に取り組む児童の様子

　
７
月
５
日
（
火
）、
榕
城
小
学
校
で
、

　
７
月
５
日
（
火
）、
榕
城
小
学
校
で
、

本
市
と
友
好
都
市
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜

本
市
と
友
好
都
市
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜

市
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
が
行
わ
れ

市
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
榕
城
小
５

ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
榕
城
小
５

年
生
の
児
童

年
生
の
児
童
7676
名
と
、
長
浜
市
役
所
の

名
と
、
長
浜
市
役
所
の

観
光
担
当
職
員
、
西
之
表
市
役
所
の
観

観
光
担
当
職
員
、
西
之
表
市
役
所
の
観

光
担
当
職
員
で
す
。
児
童
は
、
事
前
に

光
担
当
職
員
で
す
。
児
童
は
、
事
前
に

調
べ
た
種
子
島
や
姉
妹
都
市
が
あ
る
ポ

調
べ
た
種
子
島
や
姉
妹
都
市
が
あ
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
気
候
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、

ル
ト
ガ
ル
の
気
候
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、

歴
史
、
伝
統
行
事
等
に
つ
い
て
グ
ル
ー

歴
史
、
伝
統
行
事
等
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
紹
介
し
ま
し
た
。

プ
ご
と
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　
長
浜
市
職
員
も
、
長
浜
市
に
つ
い
て

　
長
浜
市
職
員
も
、
長
浜
市
に
つ
い
て

紹
介
を
行
い
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
に

紹
介
を
行
い
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
こ
と
、
種
子
島
か
ら

よ
っ
て
開
か
れ
た
こ
と
、
種
子
島
か
ら

鉄
砲
が
伝
わ
っ
た
当
時
、
鉄
が
た
く
さ

鉄
砲
が
伝
わ
っ
た
当
時
、
鉄
が
た
く
さ

ん
と
れ
る
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、
鉄
砲

ん
と
れ
る
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、
鉄
砲

の
三
大
生
産
地
と
な
っ
た
こ
と
、
冬
は

の
三
大
生
産
地
と
な
っ
た
こ
と
、
冬
は

雪
が
多
く
、
ス
キ
ー
板
を
履
い
て
登
下

雪
が
多
く
、
ス
キ
ー
板
を
履
い
て
登
下

校
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ

校
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
長
浜
市
の
グ
ル
メ
で

ま
し
た
。
ま
た
、
長
浜
市
の
グ
ル
メ
で

あ
る
「
サ
ラ
ダ
パ
ン
」
と
「
焼
さ
ば
そ

あ
る
「
サ
ラ
ダ
パ
ン
」
と
「
焼
さ
ば
そ

う
め
ん
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、
児

う
め
ん
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、
児

童
は
興
味
津
々
。
児
童
は
、
長
浜
市
職

童
は
興
味
津
々
。
児
童
は
、
長
浜
市
職

員
に
積
極
的
に
質
問
し
、
長
浜
市
の
こ

員
に
積
極
的
に
質
問
し
、
長
浜
市
の
こ

と
を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

と
を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

　
西
川
環
奈
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
種
子

　
西
川
環
奈
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
種
子

島
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
自
然
を
テ
ー
マ
に

島
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
自
然
を
テ
ー
マ
に

調
べ
て
い
た
の
で
、
長
浜
市
の
琵
琶
湖

調
べ
て
い
た
の
で
、
長
浜
市
の
琵
琶
湖

や
森
林
に
つ
い
て
と
て
も
興
味
を
持
っ

や
森
林
に
つ
い
て
と
て
も
興
味
を
持
っ

た
。
焼
さ
ば
そ
う
め
ん
も
食
べ
て
み
た

た
。
焼
さ
ば
そ
う
め
ん
も
食
べ
て
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
種
子
島
高
校
電
気
科
は
、
２
０
１
９

　
種
子
島
高
校
電
気
科
は
、
２
０
１
９

年
か
ら
「
超
小
型
人
工
衛
星
製
作
プ
ロ

年
か
ら
「
超
小
型
人
工
衛
星
製
作
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
で
、
６
月

　
そ
の
一
環
で
、
６
月
1111
日
（
土
）
と

日
（
土
）
と

６
月
６
月
1212
日
（
日
）、
３
年
生
の
生
徒
５
名

日
（
日
）、
３
年
生
の
生
徒
５
名

が
、
鹿
児
島
大
学
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
М
Ａ
ロ

が
、
鹿
児
島
大
学
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
М
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
研
究
会
の
協
力
を
得
て
、
モ
デ

ケ
ッ
ト
研
究
会
の
協
力
を
得
て
、
モ
デ

ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
研
究
会
か
ら
モ
デ
ル
ロ

　

生
徒
は
、
研
究
会
か
ら
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
受

ケ
ッ
ト
の
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
紙
製
の
機
体
の
重
心
を
細
か
く
調

け
、
紙
製
の
機
体
の
重
心
を
細
か
く
調

整
し
ま
し
た
。
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

整
し
ま
し
た
。
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
飛
行
テ
ス
ト
で
は
、
見
事
打
上

わ
れ
た
飛
行
テ
ス
ト
で
は
、
見
事
打
上

げ
に
成
功
。
今
後
も
研
究
に
取
組
み
、

げ
に
成
功
。
今
後
も
研
究
に
取
組
み
、

更
な
る
精
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

更
な
る
精
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

種
子
島
高
校
電
気
科

種
子
島
高
校
電
気
科

　

ロ
ケ
ッ
ト
製
作
に
挑
戦

　

ロ
ケ
ッ
ト
製
作
に
挑
戦

友
好
都
市

友
好
都
市  

滋
賀
県
長
浜
市
と
の

滋
賀
県
長
浜
市
と
の

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た（
榕
城
小
）

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た（
榕
城
小
）

▲ 長浜市職員と交流する様子▲ 長浜市職員と交流する様子

市政の窓 2022.8 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

③

空
手
の
全
国
大
会
に
出
場
決
定

空
手
の
全
国
大
会
に
出
場
決
定

　
鹿
児
島
県
空
手
道
連
盟
主
催
の
県
大

　
鹿
児
島
県
空
手
道
連
盟
主
催
の
県
大

会
が
開
催
さ
れ
、
種
子
島
空
手
倶
楽
部

会
が
開
催
さ
れ
、
種
子
島
空
手
倶
楽
部

に
所
属
す
る
児
童
・
生
徒
が
全
国
大
会

に
所
属
す
る
児
童
・
生
徒
が
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
、
６
月

へ
の
出
場
を
決
め
、
６
月
2727
日
（
月
）、

日
（
月
）、

そ
の
報
告
の
た
め
来
庁
し
ま
し
た
。

そ
の
報
告
の
た
め
来
庁
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
で

　

８
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
で

は
、
形
個
人
戦
で
荒
木
岳
さ
ん
（
榕
城

は
、
形
個
人
戦
で
荒
木
岳
さ
ん
（
榕
城

小
・
１
年
）、
森
田
優
美
さ
ん
（
同
・
２

小
・
１
年
）、
森
田
優
美
さ
ん
（
同
・
２

年
）、
形
団
体
戦
で
松
田
宇
宙
さ
ん
（
種

年
）、
形
団
体
戦
で
松
田
宇
宙
さ
ん
（
種

子
島
中
・
３
年
）、
伊
豆
元
悠
眞
さ
ん

子
島
中
・
３
年
）、
伊
豆
元
悠
眞
さ
ん

（
同
・
３
年
）、
鮫
島
光
希
さ
ん
（
同
・

（
同
・
３
年
）、
鮫
島
光
希
さ
ん
（
同
・

１
年
）
の
５
名
が
出
場
し
ま
す
。

１
年
）
の
５
名
が
出
場
し
ま
す
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、「
全
国
大
会
も
一

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、「
全
国
大
会
も
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を

生
懸
命
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

語
り
ま
し
た
。

後列左から松田宇宙さん、鮫島光希さん、伊豆元悠眞さん後列左から松田宇宙さん、鮫島光希さん、伊豆元悠眞さん
前列左から荒木岳さん、森田優美さん前列左から荒木岳さん、森田優美さん

　
６
月

　
６
月
2323
日
（
木
）、
安
納
小
学
校
で
、

日
（
木
）、
安
納
小
学
校
で
、

岐
阜
県
飛
騨
市
立
山
之
村
小
学
校
の
児

岐
阜
県
飛
騨
市
立
山
之
村
小
学
校
の
児

童
と
「
安
納
芋
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ

童
と
「
安
納
芋
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ン
ラ
イ
ン
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
之
村
小
の
児
童
が
、
安
納
芋
に
つ

　
山
之
村
小
の
児
童
が
、
安
納
芋
に
つ

い
て
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
、
安
納
小

い
て
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
、
安
納
小

の
児
童
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

の
児
童
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
納
小
の
児
童
は
、「
県
外
の
学
校
の

　
安
納
小
の
児
童
は
、「
県
外
の
学
校
の

児
童
と
交
流
し
て
、
少
し
緊
張
し
た
け

児
童
と
交
流
し
て
、
少
し
緊
張
し
た
け

れ
ど
楽
し
か
っ
た
」「
安
納
芋
の
こ
と
を

れ
ど
楽
し
か
っ
た
」「
安
納
芋
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

た
く
さ
ん
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

話
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
の
山
之
村
小
学
校
と

岐
阜
県
の
山
之
村
小
学
校
と

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
（
安
納
小
）

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
（
安
納
小
）

▲ 安納芋の質問に回答する児童▲ 安納芋の質問に回答する児童

　
６
月

　
６
月
3030
日
（
木
）、
種
子
島
保
護
区
保

日
（
木
）、
種
子
島
保
護
区
保

護
司
会
（　
師
和
俊
会
長
）
６
名
が
来

護
司
会
（　
師
和
俊
会
長
）
６
名
が
来

庁
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
県
知
事
か
ら

庁
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
県
知
事
か
ら

の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

協
力
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
手
渡

協
力
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
手
渡

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
、
今
年
で

的
な
運
動
で
、
今
年
で
7272
回
目
と
な
り

回
目
と
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
保
護
司
会
の
皆
さ
ん
が
訪
問

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
保
護
司
会
の
皆
さ
ん
が
訪
問

　
７
月

　
７
月
８８
日
（
金
）、
伊
関
港
で
、
伊
関

日
（
金
）、
伊
関
港
で
、
伊
関

小
学
校
の
児
童
が
マ
ダ
イ
の
稚
魚
の
放

小
学
校
の
児
童
が
マ
ダ
イ
の
稚
魚
の
放

流
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
関

流
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
関

校
区
沖
で
海
砂
を
採
取
し
て
い
る
㈱
吹

校
区
沖
で
海
砂
を
採
取
し
て
い
る
㈱
吹

上
工
業
が
、
校
区
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

上
工
業
が
、
校
区
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

き
れ
い
で
豊
か
な
海
を
守
る
た
め
に
取

き
れ
い
で
豊
か
な
海
を
守
る
た
め
に
取

り
組
ん
だ
地
域
貢
献
事
業
で
す
。

り
組
ん
だ
地
域
貢
献
事
業
で
す
。

　
放
流
し
た
の
は
、
マ
ダ
イ
１
０
０
０

　
放
流
し
た
の
は
、
マ
ダ
イ
１
０
０
０

尾
、
ト
コ
ブ
シ
３
５
０
０
個
（
ト
コ
ブ

尾
、
ト
コ
ブ
シ
３
５
０
０
個
（
ト
コ
ブ

シ
は
関
係
者
で
放
流
）。
児
童
は
、
約
７

シ
は
関
係
者
で
放
流
）。
児
童
は
、
約
７

㎝
の
稚
魚
を
ゆ
っ
く
り
放
流
し
、
泳
い

㎝
の
稚
魚
を
ゆ
っ
く
り
放
流
し
、
泳
い

で
い
く
姿
を
見
届
け
ま
し
た
。

で
い
く
姿
を
見
届
け
ま
し
た
。

　
北
村
瞳
空
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
放
流

　
北
村
瞳
空
さ
ん
（
５
年
）
は
、「
放
流

し
た
マ
ダ
イ
が
元
気
に
育
っ
て
く
れ
た

し
た
マ
ダ
イ
が
元
気
に
育
っ
て
く
れ
た

ら
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ら
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

伊
関
小
児
童
が
マ
ダ
イ
を
放
流

伊
関
小
児
童
が
マ
ダ
イ
を
放
流

市政の窓2022.8 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　
７
月

　
７
月
３３
日
（
日
）、
伊
関
の
浜
脇
集
落

日
（
日
）、
伊
関
の
浜
脇
集
落

で
「
牧
祈
祷
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
「
牧
祈
祷
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
浜
脇
は
江
戸
時
代
、
広
大
な
牧
地
が

　
浜
脇
は
江
戸
時
代
、
広
大
な
牧
地
が

与
え
ら
れ
た
塩
屋
集
落
で
し
た
が
、
牧

与
え
ら
れ
た
塩
屋
集
落
で
し
た
が
、
牧

が
な
く
な
っ
た
現
在
も
毎
年
、
古
式
ゆ

が
な
く
な
っ
た
現
在
も
毎
年
、
古
式
ゆ

か
し
く
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
し
く
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

掛
け
軸
を
広
げ
て
、
長
巻
（
団
子
）

　

掛
け
軸
を
広
げ
て
、
長
巻
（
団
子
）

とと
潮潮し
ゅ
え
ー

し
ゅ
え
ー井井

（
笹
の
中
に
清
め
の
海
砂
を
詰

（
笹
の
中
に
清
め
の
海
砂
を
詰

め
た
も
の
）
を
お
供
え
し
、
参
加
者
は

め
た
も
の
）
を
お
供
え
し
、
参
加
者
は

お
神
酒
と
キ
ュ
ウ
リ
を
い
た
だ
く
の
が

お
神
酒
と
キ
ュ
ウ
リ
を
い
た
だ
く
の
が

習
わ
し
で
す
。

習
わ
し
で
す
。

　
今
年
カ
ン
ヌ
シ
を
務
め
る
荒
河
健
一

　
今
年
カ
ン
ヌ
シ
を
務
め
る
荒
河
健
一

さ
ん
は
、「
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
故

さ
ん
は
、「
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
故

郷
、
行
事
を
後
世
に
伝
え
、
守
っ
て
い

郷
、
行
事
を
後
世
に
伝
え
、
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

集
落
の
安
全
を
願
う
牧
祈
祷
（
浜
脇
）

集
落
の
安
全
を
願
う
牧
祈
祷
（
浜
脇
）　

種
子
島
ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

　
種
子
島
ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
（
現
・
種
子
島
ア
ロ
ハ
の
会
）
が
、

会
（
現
・
種
子
島
ア
ロ
ハ
の
会
）
が
、

種
子
島
の
観
光
誘
致
と
魅
力
発
信
の
た

種
子
島
の
観
光
誘
致
と
魅
力
発
信
の
た

め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

制
作
し
ま
し
た
。
１
市
２
町
の
フ
ラ
と

制
作
し
ま
し
た
。
１
市
２
町
の
フ
ラ
と

タ
ヒ
チ
ア
ン
の
ダ
ン
サ
ー
達
が
、
島
内

タ
ヒ
チ
ア
ン
の
ダ
ン
サ
ー
達
が
、
島
内

の
各
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
内

の
各
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
種
子
島
ア
ロ
ハ
の
会
の
宮
口
武
子
代

　
種
子
島
ア
ロ
ハ
の
会
の
宮
口
武
子
代

表
は
、「
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の

表
は
、「
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の

方
が
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
機

方
が
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
機

会
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

会
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、

　
ま
た
、
1010
月月
1616
日
（
日
）
に
は
、
熊

日
（
日
）
に
は
、
熊

野
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
で
「
種
子
島

野
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
で
「
種
子
島

ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
予
定
で
す
。

ア
ロ
ハ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
予
定
で
す
。

フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
で

フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
で

島
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

島
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

制作に関わった皆さん
※パンフレットは、高速船乗り場や宇宙センター等にあります。

　
７
月

　
７
月
1313
日
（
水
）、
種
子
島
高
校
で
、

日
（
水
）、
種
子
島
高
校
で
、

１
市
２
町
の
関
係
者
が
出
席
し
、
安
納

１
市
２
町
の
関
係
者
が
出
席
し
、
安
納

い
も
バ
イ
オ
苗
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ

い
も
バ
イ
オ
苗
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
生
物
生
産
科
の
生
徒
が
大
切
に
育
て

　
生
物
生
産
科
の
生
徒
が
大
切
に
育
て

た
安
納
紅
・
安
納
こ
が
ね
・
種
子
島
ゴ
ー

た
安
納
紅
・
安
納
こ
が
ね
・
種
子
島
ゴ
ー

ル
ド
の
３
品
種
の
苗
が
引
き
渡
さ
れ
、

ル
ド
の
３
品
種
の
苗
が
引
き
渡
さ
れ
、

今
後
、
安
納
い
も
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地

今
後
、
安
納
い
も
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地

域
活
性
化
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

域
活
性
化
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
式
で
は
、中
園
健
太
さ
ん（
３
年
）が
、

　
式
で
は
、中
園
健
太
さ
ん（
３
年
）が
、

「
安
納
い
も
が
Ｇ
Ｉ
登
録
（
※
）
さ
れ
、

「
安
納
い
も
が
Ｇ
Ｉ
登
録
（
※
）
さ
れ
、

県
知
事
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
際
、
改
め
て

県
知
事
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
際
、
改
め
て

安
納
い
も
の
魅
力
を
実
感
し
た
。
今
後

安
納
い
も
の
魅
力
を
実
感
し
た
。
今
後

も
、
バ
イ
オ
苗
で
種
子
島
を
支
え
て
い

も
、
バ
イ
オ
苗
で
種
子
島
を
支
え
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

安
納
い
も
バ
イ
オ
苗
引
き
渡
し
式

安
納
い
も
バ
イ
オ
苗
引
き
渡
し
式

※地理的表示（GI）保護制度とは、地域で育まれた伝統を
有し、高い品質等が生産地と結びついている農林水産物等
の名称を、品質基準等とともに登録し、農林水産省が知的
財産として保護する制度です。 　　

７
月
７
月
1212
日
（
火
）、
種
子
島
高
校
の
４

日
（
火
）、
種
子
島
高
校
の
４

名
の
生
徒
が
、
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
と
農
業

名
の
生
徒
が
、
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
と
農
業

の
意
見
発
表
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

の
意
見
発
表
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
そ
の
報
告
の
た
め
来
庁
し
ま
し
た
。

め
、
そ
の
報
告
の
た
め
来
庁
し
ま
し
た
。

　
山
之
内
ひ
か
り
さ
ん
（
３
年
）
と
長

　
山
之
内
ひ
か
り
さ
ん
（
３
年
）
と
長

野
杏
慈
さ
ん
（
３
年
）
は
、
第

野
杏
慈
さ
ん
（
３
年
）
は
、
第
6969
回
Ｎ
回
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島

Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島

大
会
に
出
場
し
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン

大
会
に
出
場
し
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
若
松
奈

ト
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
若
松
奈

優
さ
ん
（
３
年
）
と
椎
田
来
夢
さ
ん
（
２

優
さ
ん
（
３
年
）
と
椎
田
来
夢
さ
ん
（
２

年
）
は
、
令
和
４
年
度
鹿
児
島
県
学
校

年
）
は
、
令
和
４
年
度
鹿
児
島
県
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
の
意
見
発
表
大
会
に

農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
の
意
見
発
表
大
会
に

出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
を
受
賞

出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
と
農
業
意
見
発
表
大
会
で
大
活
躍
（
種
子
島
高
校
）

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
と
農
業
意
見
発
表
大
会
で
大
活
躍
（
種
子
島
高
校
）

▲ 左から椎田さん、若松さん、山之内さん、長野さん
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市市
の
取
組
み

の
取
組
み
市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

教えて！

　
木
原
さ
ん
は
、
結
婚
後
５
人
の
子
宝

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
施
設
に

入
所
さ
れ
て
お
り
、
穏
や
か
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
お
祝
い
に
訪
れ
た
ご
家
族
は
、
ユ
ク

さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
元
気
で

１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
と
、
市
か
ら
お
祝
い
を
受
け
た
こ
と

を
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

木
原
ユ
ク
さ
ん
、
池
村
セ
イ
さ
ん

　
　
　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

木
原
ユ
ク
さ
ん
（
現
和
下
之
町
）

〈
大
正
11
年
６
月
12
日
生
ま
れ
〉

池
村
セ
イ
さ
ん
（
野
首
）

〈
大
正
11
年
６
月
25
日
生
ま
れ
〉

　
池
村
さ
ん
は
、
７
人
兄
妹
の
４
女
と

し
て
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後

福
島
県
か
ら
本
市
へ
来
ら
れ
、
結
婚
後

は
事
務
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。

　

現
在
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
親
戚
の
方
も
来
ら
れ
、
施
設

の
方
と
一
緒
に
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

▲ 池村セイさん▲ 池村セイさん ▲ 木原ユクさん▲ 木原ユクさん

　
７
月
７
日
（
木
）、
市
役
所
職
員
を
対

　
７
月
７
日
（
木
）、
市
役
所
職
員
を
対

象
と
し
た
、
東
北
大
学
の
北
川
尚
美
教

象
と
し
た
、
東
北
大
学
の
北
川
尚
美
教

授
に
よ
る
「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
」

授
に
よ
る
「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
」

の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
あ

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
活
用
に
あ

た
り
、
関
係
課
職
員
へ
精
製
過
程
や
実

た
り
、
関
係
課
職
員
へ
精
製
過
程
や
実

験
の
取
組
み
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、

験
の
取
組
み
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
等

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
等

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、「
廃
食
油
が
燃

　

参
加
し
た
職
員
は
、「
廃
食
油
が
燃

料
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
環
境
に
も
配
慮

料
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
環
境
に
も
配
慮

さ
れ
る
画
期
的
な
取
組
み
だ
と
思
っ

さ
れ
る
画
期
的
な
取
組
み
だ
と
思
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
今

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
今
後
、
バ
イ
オ

後
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
建
設
課
所
有
の
タ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
建
設
課
所
有
の
タ

イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

廃
食
油
が
燃
料
に
！

廃
食
油
が
燃
料
に
！

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
考
え
る

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
考
え
る　

７
月

　
７
月
1414
日
（
木
）、市
教
育
委
員
会
が
、

日
（
木
）、市
教
育
委
員
会
が
、

榕
城
小
学
校
で
、
市
内
小
・
中
学
校
の

榕
城
小
学
校
で
、
市
内
小
・
中
学
校
の

教
職
員
を
対
象
と
し
た
「
読
解
力
向
上

教
職
員
を
対
象
と
し
た
「
読
解
力
向
上

の
た
め
の
授
業
及
び
研
究
会
」
を
開
催

の
た
め
の
授
業
及
び
研
究
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
国
立
情
報
学
研
究

し
ま
し
た
。
講
師
に
国
立
情
報
学
研
究

所所  

社
会
共
有
知
研
究
セ
ン
タ
ー
の
新
井

社
会
共
有
知
研
究
セ
ン
タ
ー
の
新
井

紀
子
教
授
を
お
招
き
し
、
榕
城
小
５
年

紀
子
教
授
を
お
招
き
し
、
榕
城
小
５
年

２
組
の
社
会
科
の
公
開
授
業
が
行
わ
れ

２
組
の
社
会
科
の
公
開
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
題
材
は
、「
日
本
の
さ
ま
ざ
ま

ま
し
た
。
題
材
は
、「
日
本
の
さ
ま
ざ
ま

な
気
候
」。
新
井
教
授
は
、
読
解
力
向
上

な
気
候
」。
新
井
教
授
は
、
読
解
力
向
上

に
向
け
た
授
業
例
を
参
観
し
た
教
職
員

に
向
け
た
授
業
例
を
参
観
し
た
教
職
員

に
示
し
て
い
ま
し
た
。

に
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
先
生
は
、「
社
会
の
授
業
で

　
参
加
し
た
先
生
は
、「
社
会
の
授
業
で

理
科
の
知
識
を
取
り
入
れ
、
今
ま
で
の

理
科
の
知
識
を
取
り
入
れ
、
今
ま
で
の

学
習
と
結
び
つ
け
て
い
る
の
が
と
て
も

学
習
と
結
び
つ
け
て
い
る
の
が
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

読
解
力
向
上
の
た
め
の
授
業

読
解
力
向
上
の
た
め
の
授
業

及
び
研
究
会
を
開
催

及
び
研
究
会
を
開
催

新井教授による授業の様子
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⑥

【作り方】
① 豚肉は細切り、ソーメンは固めに茹でてザルに上げておく。ニラは 2 ㎝の長さに切り、にんじんは
2 ～ 3 ㎝の短冊切りにする。
② 鍋に油をひいて豚肉を入れ、火が通ったらいりこ、にんじんを入れる。1 分程炒めたらソーメンを入
れてさらに炒める。
③ だし汁と醤油を回し入れ、塩・こしょうをふり、ニラを入れて最後にごま油を加える。
④ 皿に盛り付けたら、あらく刻んだ青しそをのせる。お好みでトマトやきゅうり等夏野菜を添える。

【材料】（4 人分）
豚もも肉…120g
ソーメン…180g（4 把）
ニラ………100g（1 束）
にんじん…60g（1/2 本）
いりこ……12g（ひとつかみ）
サラダ油…大さじ 2

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 183 弾第 183 弾
★暑い季節にぴったり

油ソーメン油ソーメンだし汁…………2 カップ
醤油……………大さじ 2
ごま油…………小さじ 1
塩・こしょう…少々
青しそ…………適量

市
長
独
言

№ 64
…
日
ポ
交
流
４
８
０
年
へ

　
今
春
着
任
し
た
ヴ
ィ
ッ
ト
ル
・
セ
レ
ー
ノ
駐
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
を
６
月
、
東
京
・

六
本
木
の
大
使
公
邸
に
訪
ね
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
来
日
し
て
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア

ン
ド
レ
外
務
副
大
臣
を
交
え
て
、
日
本
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
交
流
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。
マ
カ
オ
香
港
総
領
事
な
ど
を
歴
任
し
た
大
使
は
、今
年
３
月
の
着
任
後
、直
接
会
っ

た
日
本
の
首
長
と
し
て
は
西
之
表
市
長
が
初
め
て
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
私
か
ら
は
、
種
子
島
は
小
さ
な
島
だ
が
、
島
民
は
西
欧
と
日
本
の
歴
史
的
な
出
会
い

を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
夏
の
鉄
砲
ま
つ
り

に
南
蛮
行
列
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
大
使
曰
く
、
着
任
以
来
、
出
会
っ

た
多
く
の
日
本
人
が
ふ
た
言
目
に
は
「
種
子
島
」

を
口
に
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
両
国
に
と
っ
て
大
事
な

島
だ
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
歴
史
は
そ
こ
で

止
ま
っ
て
い
る
。
お
互
い
、
今
の
新
し
い
交
流
を

始
め
る
べ
き
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
熱
っ
ぽ
く
語
り

ま
し
た
。

　
１
５
４
３
年
、
種
子
島
に
た
ど
り
着
い
た
船
に

乗
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
火
縄
銃
を
も
た

ら
し
た
史
実
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
そ
の

縁
が
現
代
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
の
言
葉
に
、

私
も
胸
を
突
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
１
年
延

期
し
て
実
施
さ
れ
た
２
０
２
１
年
の
東
京
五
輪
で
は
、
西
之
表
市
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
に
選
ば
れ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
ら
と
の
交
流
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
を
紹

介
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
交
流
を
始
め
よ
う
で
は
な
い
か
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
年
２
０
２
３
年
は
、
鉄
砲
伝
来
４
８
０
周
年
。
両
国
交
流
の
記
念
行
事
に
国
を
挙

げ
て
取
り
組
む
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
西
之
表
市
は
、
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・

ビ
ス
ポ
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
セ
レ
ー
ノ
大
使
は
、
と
も
に

４
８
０
周
年
事
業
で
協
力
し
よ
う
、
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
再
訪
も
実
現
し
て
ほ
し
い
、

自
分
も
種
子
島
を
ぜ
ひ
訪
ね
た
い
と
に
こ
や
か
に
語
り
、
私
と
堅
い
握
手
を
交
わ
し
ま

し
た
。

セレーノ大使（左）とアンドレ外務副大臣とともに
＝東京・六本木のポルトガル大使公邸で
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行政トピックス
Administrative topics

1 人件費（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳

人口（年度末） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 令和 2 年度
人件費率

令和 3 年度 14,379 人 11,861,618 千円 1,814,014 千円 15.3% 13.7%
（注）この表は、歳出に占める人件費の割合を示したものです。人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

2 職員給与費（普通会計当初予算）

区　分 職員数（A） 給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

令和 4 年度 176 人 635,154 千円 117,555 千円 255,410 千円 1,008,119 千円 5,728 千円
（注）職員手当には、児童手当及び退職手当は含まれません。なお、給与費は当初予算に計上された額です。

3 職員の平均給料及び平均年齢 （令和 4 年 4 月 1 日現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
296,100 円 40.6 歳 350,900 円 59.6 歳

4 職員の初任給 （令和 4 年 4 月 1 日現在）

区　分
西之表市 鹿児島県 国

初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額 初任給 採用２年経過
日の給料額

一般行政職
大学卒 182,200 円 193,900 円 (204,624 円）

182,700 円
(217,728 円 )

194,400 円
(204,064 円 )

182,200 円
(217,168 円 )

193,900 円
高校卒 150,600 円 158,900 円 (169,120 円 )

151,000 円
(178,416 円 )

159,300 円
(168,672 円 )

150,600 円
(177,968 円 )

158,900 円
（注 1）この表は、新たに採用された職員の初任給と採用後２年経過日の給料額を示したものです。
（注 2）本市に勤務する県及び国の職員には、特地勤務手当が給料の 12％支給されており、（　）の中の数字はこの額を含
　　　む給料月額です。

5 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 （令和 4 年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 253,500 円 287,400 円 319,000 円
高校卒 214,800 円 253,500 円 287,400 円

技能労務職 高校卒 193,400 円 229,500 円 253,400 円
（注）この表は、職員が採用されてから、10 年、15 年、20 年後の平均給料月額を示したものです。

6 一般行政職の級別職員数 （令和 4 年 4 月 1 日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事補
・主事 主事 主査 係長級 補佐級 課長級 課長級

職員数（人） 23 20 51 29 22 19 0 164
構成比（％） 14.0 12.2 31.1 17.7 13.4 11.6 0.0 100.0

（注）本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

7 職員手当　①期末勤勉手当 （令和 3 年度支給割合）

区　分 特定管理職 一般職員 特定管理職 一般職員
期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 国の制度との異同

6 月期 1.075 月分 1.150 月分 2.225 月分 1.275 月分 0.950 月分 2.225 月分
同 同12 月期 1.075 月分 1.150 月分 2.225 月分 1.275 月分 0.950 月分 2.225 月分

計 2.150 月分 2.30 月分 4.450 月分 2.550 月分 1.900 月分 4.450 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 同 同

西之表市人事行政の運営状況西之表市人事行政の運営状況
本市の人事行政について、市民の皆様に一層のご理解をいただくため、次のとおり状況をお知らせします。

■問合せ先　市役所総務課人事係　☎ 22‐1111 内線 204   
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8 定員（部門別職員数） （各年 4 月 1 日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人） 職員数（人） 対前年増減数（人）

令 2 令 3 令 4 令 2 令 3 令 4 令 2 令 3 令 4 令 2 令 3 令 4

一般
管理

議会 4 4 4
特別
行政

教育 23 22 21 △ 1 △ 1
総務 61 63 62 2 2 △ 1 警察
税務 11 11 12 1 消防
労働 小計 23 22 21 △ 1 △ 1
農水 27 27 28 2 1

公営
企業
など

病院
商工 4 4 4 水道 9 8 8 △ 1
土木 13 14 15 1 1 交通
小計 120 123 125 4 3 2 下水道

福祉
民生 15 14 14 1 △ 1 その他 24 24 23 △ 1
衛生 13 14 15 △ 1 1 1 小計 33 32 31 0 △ 1 △ 1
小計 28 28 29 0 0 1 その他　計 56 54 52 0 △ 2 △ 2

一般行政　計 148 151 154 4 3 3 総　合　計 204 205 206 4 1 1

④扶養手当・住居手当・通勤手当 （令和 4 年 4 月 1 日現在）
区　分 支給月額 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 6,500 円

同
子 10,000 円
父母等 6,500 円
上記のうち 16 歳に達する年度初めから 22 歳に達する
年度末までの子 5,000 円加算

住
居
手
当

借家（家賃月額 16,000 円を超える場合に限る） 28,000 円を限度に
家賃額に応じて支給 同

通
勤
手
当

交通機関利用者 21,700 円を限度に
運賃相当額を支給 異（支給限度額55,000円）

交通用具使用者 片道 2km 以上の距離に対応して支給 3,000 円～ 37,700 円
異（離島という特殊事情
及び交通事情等を考慮し
て設定）

⑤特殊勤務手当 （令和 3 年度）
職員全体に占める手当支給職員の割合 17.9%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 30,277 円

手当の種類（手当数） 12

代表的な
手当名称 多くの職員に支給されている手当

税務課職員に支給される税務手当
福祉事務所職員に支給される福祉手当

保健師に支給される保健師手当

区分 西之表市 国の制度との異同
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤務 20 年 19.6695 月分 26.3655 月分 24.586875 月分
勤務 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

同 同勤務 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例措置（2% ～ 20% 加算） 同

③退職手当 （令和 4 年 4 月 1 日現在）

②時間外勤務手当
区　分 支給総額 職員１人当支給年額

令和 3 年度 50,830 千円 289 千円
令和 2 年度 49,906 千円 290 千円
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9 特別職の報酬等 （令和 4 年 4 月 1 日現在）
区分 給料・報酬月額 期末手当
市長 781,000 円 令和 3 年度支給割合副市長 614,000 円

教育長 572,000 円 6 月期 1.600 月分 (1.625 月分 )
議長 354,000 円 12 月期 1.600 月分 (1.625 月分 )

副議長 272,000 円 計 3.20 月分 (3.25 月分 )
議員 256,000 円

（注）期末手当欄の（　）は、議員の期末手当の支給割合です。

11 職員の勤務時間その他勤務条件 
　　　　　　　　　　　　　　（令和 4 年 4 月 1 日現在）

区　分 状　況
勤務時間 月～金曜日　8 時 30 分～ 17 時 15 分
休憩時間 12 時～ 13 時

勤務を要しない日 国民の休日、土・日、12 月 29 日～ 1 月 3 日
年次休暇 1 年につき 20 日（有給休暇）

その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

13 職員の分限及び懲戒処分　　　（令和 3 年度）
区　分 状　況

分限処分 0 件
懲戒処分 0 件

16 職員の福利及び利益の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 3 年度）
区　分 状　況

定期健康診断 130 名中 128 名受診（受診率 98.5％）
人間ドック ２日ドック 12 名、１日ドック 49 名、節目ドック 9 名、脳ドック 5 名

15 職員の研修　　　　　　　　　（令和 3 年度）
区　分 人数

県市町村職員研修センター ( 階層別研修 ) 30 名
県市町村職員研修センター（特別研修） 6 名
その他独自研修 15 名12 職員の休業　　  　　　　　　　　（令和 3 年度）

区　分 状　況
育児休業 2 名
病気休業 2 名

10 職員任免及び職員数に関する事項 （令和 4 年 4 月 1 日現在）
令和 3 年 4 月 1 日

現在職員数
令和 3 年度

中退職者等（注 1）
令和 4 年 4 月 1 日

採用者（注 2）
令和 4 年 4 月 1 日

現在職員数
205 名 13 名 14 名 206 名

（注 1 及び注 2）割愛職員（県）異動を含みます。

17 人事評価の状況
　人事評価制度については、改正地方公務員法により、平成 28 年４月からその実施が義務付けられ、能力・
実績に基づく人事管理を行うとともに、人事評価のプロセスを通じた人材育成を行っていくことが求めら
れている。また、評価結果の本格的な活用を求められており、処遇等への反映が急務となっている。
　令和 2 年度から課長職の勤勉手当に試行的に反映しているが、一般職への反映等に向け、各種研修の受
講や各自治体の動向等の調査を実施した。

14 職員の服務（年次有給休暇）　　（令和 3 年）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消費率
5,793 日 1,854 日 151 名 12.3 日 32.0%
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⑩

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

　SNS で市政情報を発信して
います。
　QR コードまたは、検索いた
だき、SNS 一覧からご確認く
ださい。

西之表市　SNS

‐SNS による情報発信‐

■問合せ先
　市役所経済観光課観光交流係
　☎ 22‐1111 内線 272/273

浦田海水浴場行きバスを運行

　夏休み期間に、浦田海水浴場行きバスを運行しま
す。バスをご利用いただき、日本の水浴場 88 選の
透明度高い海水浴場をお楽しみください。

【期間】７月 21 日（木）～８月 31 日（水）
【区間】西之表港～洲之崎～古園入口～浦田海水浴場
【時間】※往路は乗車のみ・復路は降車のみ
《1 便》
　西之表港（9：30 発）→浦田海水浴場（9：55 着）
　浦田海水浴場（10：00 発）→西之表港（10：25 着）

《2 便》
　西之表港（15：00 発）→浦田海水浴場（15：25 着）
　浦田海水浴場（15：50 発）→西之表港（16：15 着）

【料金】大人 300 円（小人 150 円）
※小人は小学生以下

令和４年度警察官 B（高等学校卒業程度）
採用試験について

【受付期間】８月 15 日（月）まで
【申込方法（電子申請のみ）】
　電子申請「鹿児島県電子申請共同運営システム」
⇒「鹿児島ｅ申請」から申込み

【受験資格】昭和 61 年 4 月 2 日（36 歳）～平成
17 年 4 月 1 日（18 歳）に生まれた方で、警察官
A（大学卒）の受験資格に該当しない方
※ 4 年制大学を卒業した方等は受験できません。

【試験日】1 次試験 9 月 18 日（日）
【場所】鹿児島市、出水市、霧島市、鹿屋市、西之
表市、奄美市
※詳細は、ホームページ等をご確認ください。

■問合せ先
　鹿児島県警察本部
　警務部警務課採用係
　☎ 099‐206‐2220（直通） ▲ HP はこちら

■問合せ先
　市役所市民生活課市民係
　☎ 22‐1111 内線 301/302

マイナンバーカード申請サポート実施中

　本市の交付状況は、令和４年６月 30 日現在で
9,125 枚（人口に対する交付率 61.0％）で、全国
平均 45.2％、鹿児島県平均 42.8% を大きく上回っ
ています。
　市では、マイナンバーカードの申請を希望される
方に、タブレット端末を利用して写真撮影を行い、
カード申請のお手伝いをしています。（無料）
　マイナンバーカードをお持ちでない方は、この機
会にぜひ作ってみてはいかがでしょうか。申請から
カードの受け取りまで約１～２か月程度かかります
ので、お早めに手続きをお願いします。

【場所】市民生活課①・②番窓口（本庁舎１階）
【時間】平日：８時 30 分～ 17 時 15 分
　　　 毎月第３水曜日：19 時まで　※祝日を除く
　　　 第１日曜日：９時～ 13 時

【必要なもの】
　申請者本人が来庁し、本人確認書類（運転免許証、
健康保険証など）を持参してください。

累計交付枚数 9,000 枚突破！

■申込・問合せ先
　市福祉事務所援護係
　☎ 22‐1111 内線 323・329

「鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式」
参列遺族の募集

【期日】11 月 15 日（火）※前日からの団体行動
【場所】鹿児島霊園（沖縄県糸満市平和祈念公園内〈摩
文仁の丘〉）

【対象者】沖縄及び沖縄近海での戦闘で戦没した方
の配偶者及び 3 親等内のご遺族

【申込期間】8 月 1 日（月）～ 8 月 31 日（水）
【募集人数】9 名（鹿児島県内全市町村で）
※申込多数の場合は選考となります。

市政の窓 2022.8 月号
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（注）「確定消費税額」とは、中間申告対象期間の末日
までに確定した消費税の年税額 ( 申告書⑨欄の差引税
額 ) をいいます。

■問い合わせ先
　種子島税務署　☎ 22‐0440 ※自動音声案内

　個人事業者の方で、令和 3 年分の確定消費税額
（地方消費税額は含まない）が 48 万円を超える方
は、消費税及び地方消費税の中間申告と納付が必要
です。
　令和３年分の確定消費税額に応じて、右表により
算出した中間納付税額を記載した「消費税及び地方
消費税の中間申告書」及び「納付書」を所轄の税務
署から送付しますので、必要事項を記入の上、税務
署に中間申告書を提出するとともに、消費税及び地
方消費税を納付してください。事業状況が令和３年
と著しく異なる場合などは、各中間申告対象期間を
一課税期間とみなして仮決算を行い、これに基づい
て計算した消費税額及び地方消費税額により中間申
告・納付ができます。
　なお、仮決算による中間申告書は提出期限内に限
り提出できます。中間申告の期限までに、中間申告
書を提出されなかった場合でも、前年実績による中
間申告の消費税額及び地方消費税額が納付すべき税
額として確定しますので、納付期限までに必ず納付
してください。

消費税及び地方消費税（個人事業者）の中間申告と納付

令和３年分の
確定消費税額

（注）

中間申告・
納付の回数 中間納付税額 申告・納付期限

48 万円超
400 万円以下 年１回

令和３年分
の確定消費
税 額 の 12
分の６の消
費税額とそ
の 78 分 の
22 の地方消
費税額

８月 31 日（水）

（振替納税利用の
場合の振替日）
９月 28 日（水）

400 万円超
4,800 万円以下 年３回

令和３年分
の確定消費
税 額 の 12
分の３の消
費税額とそ
の 78 分 の
22 の地方消
費税額

国 税 庁 ホ ー ム
ページ (https://
ww.nta.go.jp) で
ご確認ください。

4,800 万円超 年 11 回

令和３年分
の確定消費
税 額 の 12
分の１の消
費税額とそ
の 78 分 の
22 の地方消
費税額

8 月 1 日（月）から防災ラジオの放送が変わります！

　皆様のご家庭にお配りしている防災ラジオの放送について、市役所からの定
時のお知らせ（行政放送）と、災害などの緊急時に関する放送（防災放送）を
より区別しやすくするために、次のように変わります。

【変更日】8 月 1 日（月）から

「市民の皆様、おはようございます。（こんばんは）
こちらは防災西之表です。市役所〇〇課からお知
らせします。」

「市民の皆様、おはようございます。（こんばんは）
こちらは広報西之表です。市役所〇〇課からお知
らせします。」

「こちらは防災西之表です。市役所総務課からお知
らせします。本日〇時〇分、気象庁より西之表市
に大雨警報が発表されました。」

「大雨警報発表。市役所総務課からお知らせします。
本日〇時〇分、気象庁より西之表市に大雨警報が
発表されました。」

これまで

8/1 から

行政放送の場合（朝 7：20　夕 18：40） 防災放送の場合（随時）
これまで

8/1 から

■問い合わせ先
　市役所総務課秘書広報係　☎ 22‐1111 内線 207/203、防災消防係　内線 206/205

「広報西之表」として放送します。 冒頭にタイトルをつけて放送します。
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特定健診特定健診は、は、都合に合わせ都合に合わせ
以下の以下の医療機関で受診医療機関で受診できます！できます！

※費用は無料です。 「保険証」「受診券はがき」を持参ください。
※時間に余裕を持って受付してください。
※当日は血液・尿検査があります。水以外の飲食はせず受診してください。

国民健康保険被保険者の皆さまへ国民健康保険被保険者の皆さまへ

中目医院
☎ 23‐0350

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
9:00 ～ 11:30 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー

百合砂診療所
☎ 28‐3901

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
8:30 ～ 12:00 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

種子島医療センター
☎ 22‐0933
☎ 22‐0960

※要予約（3 日前まで）

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111 内線 308

熱中症にご注意ください！
熱中症を予防するためには…
①暑さを避けましょう。
②のどが渇いていなくてもこまめに水分をとりましょう。
③暑さに関する情報を確認しましょう。
④屋外ではマスクを外しましょう。

熱中症が疑われるときには…熱中症の応急処置
熱中症を疑う症状がありますか？

めまい・失神・筋肉の硬直・大量の発汗・頭痛・
不快感・吐き気・嘔吐・倦怠感・けいれんなど

チェック１

そのまま安静にして十分に休息をとりましょう

呼びかけに応えますか？チェック 2

水分を自力で摂取できますか？チェック 3

症状が良くなりましたか？チェック 4

涼しい場所へ避難し、服をゆるめ、体を冷やす

水分・塩分を補給する

はい

はい

はい

はい

救急車を呼ぶ

涼しい場所へ避難し、服をゆるめ体を冷やす

※救急車が到着するまでの間に応急処置
を始めます。呼びかけへの反応が無い場
合は無理に水を飲ませてはいけません。

※氷のう等があれば、首、脇の下、足
のつけ根を集中的に冷やしましょう。

速やかに医療機関へ

いいえ

いいえ

いいえ

※本人が倒れた時の状況を知っている人が
付き添って、発症時の状態を伝えましょう。

（例）体温を効果的に下げるための方法
・上着を脱がせ、服をゆるめて風通しを良くする。
・皮膚に濡らしたタオルやハンカチをあて、う
ちわや扇風機で仰ぐ。
・服の上から少しずつ冷やした水をかける。
・氷のうや冷えたペットボトルなどを、首、片
方の脇の下、足の付け根にあてて冷やす。

■問合せ先　熊毛地区消防組合西之表消防署　☎ 22‐0119
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■問い合わせ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係☎ 22‐1111 内線 215

住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。

◆ヨガ界のレジェンド ケンハラクマ先生による職員向けヨガレッスン
　6 月 23 日（木）、日本にアシュタンガヨ
ガを広めた第一人者であるケンハラクマ氏が

「毎日を有意義に。心も身体も健康になるヨ
ガ」と題し、職員向けにヨガレッスンを行い
ました。
　ケン先生はレッスンで「人間が当たり前に
していること、それは呼吸。意識して呼吸を
行うことで自分をコントロールできたり、自
分を見つめ直したりすることができます」と
伝えました。
　参加した職員は「短時間であったが、とて
も充実した時間だった。身体がスッキリして
いる。今後は市民の皆様の健康増進やストレ
ス軽減にヨガを取り入れていきたい」と話し
ました。

▲ ケンハラクマ先生 ▲ ヨガを体験する職員

◆ 6 月 21 日 国際ヨガの日
　　　国内初の「ヨガの聖地　」西之表市として紹介されました

　6 月 21 日（火）、国際ヨガの日に神奈川県横浜市三溪園、
東京スカイツリー　で開催されたイベントで、国内初の
ヨガの聖地西之表市として紹介されました。
　三溪園でのイベントは約 200 名が参加し、国際ヨガの
日をお祝いしました。ヨガの聖地国内第 2 号として認定
された東京スカイツリーと今年認定された久高島（沖縄
県南城市）とは、今後ヨガの聖地として地域間連携を考
えていきます。
　国際ヨガの日に先立って 6 月 13 日（月）に開催された
ヨガ推進議員連盟のヨガでは、ヨガの聖地第 1 号として全
日本ヨガ連盟大橋理事長から取組みが紹介されました。

▲国際ヨガの日 
神奈川県横浜市 三溪園でのイベント

▲ヨガ推進議員連盟

▲国際ヨガの日 スカイツリーヨガ

「誰でも簡単おうちでヨガ」無料 DVD 配布中♪
　ヨガの体操や呼吸法の動画を DVD にしました。
椅子に座って実践できるヨガも同時収録。健康管理
に活用ください！ご希望の方は、地域支援課までご
連絡を！※各家族 1 枚まで

Ⓡ

Ⓡ
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！

★西之表市国際交流員★
名前　Ryan　Zakes

（ライアン・ゼェイクス）
出身地　アメリカ合衆国
所属　市経済観光課

今月のテーマ

災
害
の
「
備
え
」

　
　
　
　

に
つ
い
て

　
台
風
等
で
被
害
が
あ
っ
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各
ご
家
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※
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思
う
も
の
は
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ先　市役所総務課防災消防係☎ 22‐1111 内線 206

シリーズシリーズ
【第 4 回】 防防 災災

～いよいよ台風シーズンです～
　台風に備えて備蓄品の準備をしておきましょう。ライフラインが止まっ
た場合や、避難所に避難する場合に必要なものをリストアップし、早めの
準備をお願いします。リュックなどにまとめておくと安心です。

備蓄品～お家に備えておくもの～

◆ 食料や水（最低 3 日分、できれば 1 週間分）×人数
※水は 1 日 3 ℓ×人数分あると良いと言われています。
◆ 生活用品（日用品 + 災害用品）
※トイレットペーパー、ごみ袋、ポリタンク、携帯トイレなど。

非常用持出袋～避難時に持ち出すもの～

・水
・食品
・着替え
・防災ラジオ
・モバイルバッテリー
・アルコール消毒液
・救急用品

・ブランケット
・洗面用具
・歯ブラシ・歯磨き粉
・タオル
・雨具
・マスク
・貴重品

他にも各ご家庭で必要なものを備えておきましょう！

詳しくはこちら→
（首相官邸 HP）

⑭市政の窓 2022.8 月号



　

鉄
砲
館
に
は
、
１
万
３
０
０
０
点
を
超
え
る
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
館
内
展

示
で
き
る
資
料
は
１
割
程
度
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄
砲
館
で
は
定
期
的
に
収
蔵
品
を
活

用
し
た
企
画
展
を
行
っ
て
お
り
、
６
月
に
は
「
あ
り
が
と
う
！
寄
贈
品
展
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
度
の
第
２
弾
は
「
収
蔵
庫
ど
う
ぶ
つ
園
」
で
す
。
収
蔵
品
の
中
に
隠
れ
た
様
々

な
動
物
た
ち
を
見
つ
け
出
し
、
一
挙
公
開
し
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
展
示
品
の
他
に
も
、

土
器
ド
キ
迷
路
や
動
物
骨
ク
イ
ズ
な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
企
画
展
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
竹
水
筒
の
鯉こ

い

】　

竹
を
水
筒
に
す
る
場
合
、
内
側
が
水
を
吸
っ
て
膨
れ
表
面
の
硬
い
皮
が

割
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
ま
た
軽
量
化
を
図
る
た
め
に
も
、
表
面
の
皮
を
削
り
取
り
ま
す
。

写
真
右
は
、
そ
の
過
程
で
立
派
な
鯉
が
彫
ら
れ
、
色
鮮
や
か
に
着
色
さ
れ
た
竹
水
筒
で
す
。

ま
た
、
皮
の
一
部
を
３
セ
ン
チ
幅
で
残
し
て
お
り
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
ク
リ
ッ
プ
み
た
い
に

挟
ん
だ
り
、
差
し
込
ん
だ
り
で
き
る
工
夫
も
見
ら
れ
ま
す
。
製
作
に
関
す
る
詳
細
は
不
明

で
す
が
、
同
じ
図
柄
で
大
・
中
・
小
３
点
揃
っ
て
い
る
の
も
貴
重
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
鯛た

い

の
菓
子
型
】　

市
内
の
菓
子
店
で
使
用

さ
れ
て
い
た
和
菓
子
の
木
型
で
す
。
古
い

も
の
は
昭
和
20
年
代
に
京
都
の
職
人
が

彫
っ
た
も
の
で
、
昭
和
63
年
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
鯛
の
ほ
か
鶴
や
亀
、

伊
勢
海
老
、
動
物
以
外
で
も
扇
や
盃
な
ど

「
め
で
た
い
図
柄
」
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

(

文
責
：
文
化
財
係
長 

鮫
島 

斉 

）

【第 28 回】

８
月
11
日 
～ 
９
月
28
日

（
鉄
砲
館
企
画
展
）

収
蔵
庫
ど
う
ぶ
つ
園

№ 235
■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
、
始
動
し
ま
し
た
！

　

５
月
28
日
（
土
）、
今
年
度
最
初

の
ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
」
を
行
い
、
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ・

ザ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
リ
ン
グ
キ
ャ
ッ

チ
の
２
種
目
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
班
ご
と
に
分
か
れ
、

対
抗
戦
を
行
い
、
競
技
に
夢
中
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
相
手
チ
ー
ム
の

こ
と
を
応
援
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

▲ フォトフレーム作りの様子▲ フォトフレーム作りの様子

▲ キャッチング・ザ・スティックの様子▲ キャッチング・ザ・スティックの様子

　
６
月
11
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
第

２
回
目
は
、「
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
不
良
の
た
め
、
室

内
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
海

の
ご
み
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
最
後
は
、
シ
ー
グ
ラ
ス
や
貝
殻
で

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

▲ 社会教育課では、▲ 社会教育課では、
YouTube チャンネルYouTube チャンネル
を開設しています。を開設しています。
　ぜひご覧ください。　ぜひご覧ください。

⑮ 市政の窓2022.8 月号



消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

不
用
品
買
い
取
り
の
は
ず
が
、

不
用
品
買
い
取
り
の
は
ず
が
、

　
　
　

貴
金
属
を
買
い
取
ら
れ
た
…

　
　
　

貴
金
属
を
買
い
取
ら
れ
た
…

【
事
例
】

　
「
ど
ん
な
も
の
で
も
い
い
か
ら
女
性
用
衣
類
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
女

性
か
ら
電
話
が
あ
り
、
来
訪
を
承
諾
し
た
。

　
後
日
来
訪
が
あ
り
、
着
物
類
を
見
せ
た
が
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
金
貨
は

な
い
か
」と
男
性
に
せ
か
さ
れ
、慌
て
て
叔
母
の
形
見
や
亡
夫
か
ら
も
ら
っ

た
指
輪
な
ど
の
貴
金
属
を
出
し
た
。
す
る
と
、
合
計
１
２
０
０
円
の
明
細

書
と
お
金
を
渡
さ
れ
、物
品
を
持
ち
帰
ら
れ
た
。貴
金
属
を
出
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
。
取
り
戻
し
た
い
。（
70
歳
代　
女
性
）

☆
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

◆ 

買
い
取
り
事
業
者
が
、
事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
て
い
な
い
物
品

を
突
然
売
る
よ
う
に
要
求
し
た
り
、
消
費
者
の
自
宅
を
突
然
訪
問
し
て
勧

誘
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
売
る
つ
も
り
の
な
い
貴
金

属
等
の
売
却
を
迫
ら
れ
て
も
、
物
品
を
見
せ
ず
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

う
。

◆ 

必
ず
、契
約
書
を
受
け
取
り
、す
ぐ
に
物
品
の
種
類
、買
い
取
り
価
格
、

買
い
取
り
業
者
の
名
称
、
連
絡
先
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 
買
い
取
り
業
者
の
訪
問
を
受
け
る
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
１
人
で

対
応
せ
ず
、
信
頼
で
き
る
人
に
同
席
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◆ 
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

　
60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や
、
納
付
状
況

に
よ
っ
て
満
額
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
が

年
金
の
増
額
を
希
望
す
る
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。

《
対
象
者
》

①
60
歳
～
65
歳
未
満
の
日
本
に
住
所
を
有

す
る
方
（
要
件
に
よ
っ
て
70
歳
ま
で
加
入

で
き
る
方
も
い
ま
す
）

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
受
給
者
で

は
な
い
方
。

③
納
付
月
数
が
４
８
０
月
未
満
の
方
。

④
厚
生
年
金
等
別
制
度
に
加
入
し
て
い
な

い
方
。

⑤
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、
在
留
資

格
が
「
特
定
活
動
」
で
在
住
す
る
方
で
は

な
い
方
。

《
留
意
点
》

・
申
し
込
み
の
あ
っ
た
月
か
ら
の
加
入
と

な
り
、
遡
っ
て
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
60
歳
の
前
日
か
ら
手
続
き
で
き
ま
す
。

・
口
座
振
替
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

・
任
意
加
入
の
た
め
免
除
制
度
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
国
民
年
金
任
意
加
入
制
度
と
付
加
年
金

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

任
意
加
入
制
度

任
意
加
入
制
度

　
定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

《
対
象
者
》

・
第
１
号
被
保
険
者

・
任
意
加
入
被
保
険
者

《
保
険
料
と
付
加
年
金
額
》

付
加
保
険
料

　
→
１
月
あ
た
り
４
０
０
円

年
間
上
乗
せ
額

　
→
納
付
月
数
×
２
０
０
円

　
２
年
以
上
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ

り
、
納
付
額
を
上
回
る
受
給
額
と
な
り
ま

す
。

《
留
意
点
》

・
納
付
は
申
込
み
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

・
国
民
年
金
基
金
と
の
同
時
加
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。

・
定
額
受
給
の
た
め
、
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
。

付
加
年
金

付
加
年
金

⑯市政の窓 2022.8 月号



宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★★★
★★

★★
★★ ★★ ★★

★★
★★

★★ ★★
★★

　
８
月
の
宇
宙
科
学
技
術
館
の
開
館

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
８
月
の
休
館
日
は
、
１
日
（
月
）、

29
日
（
月
）
で
す
。
こ
の
２
日
間
を

除
き
毎
日
開
館
し
、
施
設
案
内
バ
ス

ツ
ア
ー
も
開
館
日
に
合
わ
せ
て
１
日

３
便
運
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
休
止
し

て
い
た
体
験
型
展
示
ブ
ー
ス
や
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
再
開
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
の
際
は
手
指
消
毒
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
８
月
に
は
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
の

開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
時
や

内
容
に
つ
い
て
は
、
案
内
ポ
ス
タ
ー

や
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ

ひ
宇
宙
科
学
技
術
館
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

８
月
の
宇
宙
科
学
技
術
館

開
館
情
報
に
つ
い
て

（
記
事
の
内
容
は
７
月
11
日
時
点
）

▲スクラッチを用いたプログラミング
「はやぶさ２地球帰還編」

夏
休
み
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
教
材

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宇
宙
や
科
学
を
テ
ー
マ
に
し
た

様
々
な
教
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
お
う
ち
時
間
に
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

▲宇宙教育
センター

ホームページ

　
例
え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材

の
「
は
や
ぶ
さ
２
地
球
帰
還
編
」
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
、学
習
し
、

小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
２
の
地
球

帰
還
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
作
成
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
材
の

手
順
通
り
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る

だ
け
で
な
く
、
続
き
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
作
る
な
ど
様
々
な
ア
レ
ン
ジ
が
可

能
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
宇
宙
教
育
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
宇
宙
教
育
教
材
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問い合わせ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問い合わせ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　熱中症の予防には、水分補給と暑さを避けるこ
とが大切です。高齢者は特に注意が必要です。
１体内の水分が不足しがちです。
　高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない上、
体の老廃物を排出する際にたくさんの尿を必要と
します。
２暑さに対する感覚機能が低下しています。
　加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が
鈍くなります。
３暑さに対する体の調節機能が低下します。
　高齢者は体に熱がたまりやすく、暑い時には若
年者よりも循環器系への負担が大きくなります。

高齢者のための熱中症対策 熱中症は、室内や夜間でも多く発生しています。熱中症は、室内や夜間でも多く発生しています。
　以下のことに注意しながら熱中症を予防しま　以下のことに注意しながら熱中症を予防しま
しょう。しょう。
◆ エアコンを上手に使う。
◆ 温度・暑さ指数を確認する。
◆ すだれやカーテンを活用し直射日光を遮る。
◆ 換気をして屋外の涼しい空気を入れる。
◆ 窓とドアなど 2 か所を開ける。
◆ 1 日あたり１．２リットルを目安に水分補給を行う。

⑰ 市政の窓2022.8 月号



　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

射
場　
彬
央　
　
　
番
屋
峯

　
　
＆

中
森　
純
香　
　
　
霧
島
市

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
～
7
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
～
７
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
～
7
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
父
）
（
母
）

（
住
所
）

　
師　
楓
か
え
で

男
光
基
沙
耶
佳
小
牧

日
髙　
立り
っ
か椛

女
隆
朗
里
奈

塰
泊

遠
藤　
碧あ
お

女
芳
史
み
ゆ
き
朝
日
が
丘

　
６
月
27
日（
月
）に
全
戸
配
布
し
た「
令

和
４
年
度 

国
保
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正

し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
16
ペ
ー
ジ
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
の
「
契
約
医
療
機
関
一
覧
」

鹿
児
島
徳
洲
会
病
院
の
住
所
、
電
話
番
号

（
誤
）
〒
８
９
０
‐
０
０
５
６

　
　
鹿
児
島
市
下
荒
田
３
‐
８
‐
1

　
　
☎
０
９
９
‐
２
５
０
‐
１
１
１
０

（
正
）
〒
８
９
１
‐
０
１
２
２

　
　
鹿
児
島
市
南
栄
５
‐
10
‐
51

　
　
☎
０
９
９
‐
２
６
８
‐
１
１
１
０

■
問
合
せ
先

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

松
下　
由
美
子

74
鴨
女
町

荒
河　
義
信

80
浅
川

前
之
園　
ノ
ブ
子

95
安
城
下
之
町

福
永　
幸
男

88
鴨
女
町

池
田　
畩
一

83
洲
之
崎

羽
嶋　
カ
ズ
子

79
深
川

三
窪　
俊
郎

64
松
畠

押
川　
重
信

71
浜
之
町

市　
　
ハ
ル
エ

101
中
西

花
里　
金
義

93
花
里
崎

木
原　
美
知
也

65
武
部

日
髙　
三
男

74
里
之
町

小
濱　
幸
子

91
浦
田

池
田　
タ
キ
子

88
洲
之
崎

　
川　
真
一　
　
　
武
部

　
　
＆

高
木　
マ
ミ　
　
　
美
浜
町

少
林
寺
拳
法
で
活
躍
！

　
　
《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　

６
月
26
日
（
日
）、
い
ち
き
串
木
野
総
合

体
育
館
で
、
少
林
寺
拳
法
鹿
児
島
県
大
会
が

開
催
さ
れ
、
種
子
島
道
院
拳
友
会
か
ら
３
組

が
出
場
し
、
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
5
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

塩
﨑　
圭
介

大
崎

塩
﨑　
よ
り
子

下
園　
茂

庄
司
浦

下
園　
實

鮫
嶋　
ひ
ろ
子
立
山

鮫
嶋　
光
一

廣
庭　
シ
キ
エ
柳
原

廣
庭　
孝

松
本　
照
子

神
戸
市

日
髙　
睦
男

木
村　
信
子

松
畠

木
村　
勝

本
炭　
勝
志

武
部

本
炭　
昭
義

金
子　
仁
子

軍
場

鎌
田　
マ
サ
子

山　
　
道
雄

桜
園

山　
　
純
子

広告広告

最優秀賞
◆単独演武 小学生 茶・黒帯の部
奥村 友義さん（榕城小 5 年）
◆一般女子組演武 初段・2 段の部
梶浦 智穂乃さん、川野 真理子さん

▲ 左から川野さん、梶浦さん、奥村さん

榎
本　
宇
宙　
　
　
松
畠

　
　
＆

馬
場　
陽
葉
理　
　
横
山

戸籍の窓
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文
 

芸
 

に
し
の
お
も
て

青果状況【6 月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 481 265 2,138 274
葉茎菜
　　類 286 50 1,711 326
果菜類 3,429 800 2,378 344
その他 3,813 810 1,905 488
小 計 8,009 1,925 8,132 1,432

果
物
類

か ん 　
き つ 類 0 0 73 38
果瓜類 633 209 1,134 201
その他 473 218 1,346 345
小 計 1,106 427 2,553 584

鳥 卵・　　
加 工 品 等 23 13 570 185

花　類 9,533
本 381 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
20 トン

9 トン
（45％）

11 トン
（55％）

取引額
495 万円

275 万円
（56％）

220 万円
（44％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。

《8 月の休み》
3 日・7 日・10 日・14 日・15 日・
16 日・21 日・24 日・28 日・31 日

■問い合わせ先
　種子島公設地方卸売市場
　☎ 22‐0216

親
友
の
近
況
如
何
か
と
尋
ね
ど
も
知
る
人
は
無
く
時
は
流
れ
る

背
を
伸
ば
せ
顔
を
上
げ
よ
と
叱
る
よ
う
体
を
ほ
ぐ
す
た
お
れ
ん
体
操

プ
ラ
ン
タ
ー
に
咲
く
ラ
ベ
ン
ダ
ー
か
ぐ
わ
し
き
朝
日
差
し
込
む
店
先
に
置
く

子
や
孫
に
平
和
な
島
を
残
し
た
い
真ま

こ
との

豊
か
さ
戦
な
き
世
を

川
沿
い
に
住
め
ば
水
害
お
そ
れ
お
り
土
砂
災
害
の
注
意
も
受
け
て

水
清
み
底
に
小
石
の
さ
む
ざ
む
と
流
れ
静
か
に
せ
せ
ら
ぎ
の
音

梅
雨
さ
な
か
窓
う
つ
雨
は
七
色
に
あ
ん
な
日
こ
ん
な
日
思
い
め
ぐ
り
て

早
苗
田
へ
つ
づ
く
水
路
の
滔
滔
と
赤
き
花
び
ら
一
つ
連
れ
ゆ
く

一
年
中
に
が
竹
ん
子
が
食
卓
に
と
実
験
、
保
存
、
冬
の
楽
し
み

日
の
丸
の
旗
を
出
せ
と
ぞ
通
訳
の
あ
の
日
の
軍
靴
ア
メ
リ
カ
兵
と

に
が
竹
に
す
が
る
昼
顔
花
ゆ
れ
て
止
ま
る
揚あ

げ
羽
も
と
も
に
揺
れ
お
り

失
な
う
と
知
れ
ば
ま
す
ま
す
豊
か
な
る
漁
場
を
思
う
馬
毛
島
海
域

か
の
国
に
子
ら
の
笑
顔
が
戻
る
よ
う
東
の
ひ
ま
わ
り
抱
え
て
帰
る

口
笛
を
真
似
る
幼
子
愛
お
し
や

馬
毛
島
や
先
人
達
が
夢
の
あ
と

雨
音
と
ネ
コ
に
誘
わ
れ
眠
る
午
後

上
石
寺
・
石
村　
弘
子

桜
が
丘
・
岩
坪　
純
子

天
神
町
・
川
﨑　
正
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　
和
子

鴨
女
町
・
桑
原　
房
子

天
神
町
・
鮫
島　
洋
二
郎

桜
が
丘
・
下
玉
利　
明
子

茨
城
県
利
根
町
・
冨
永　
道
子

西
町
・
濱
田　
千
代

榕
城
中
目
・
古
澤　
勝

本
立
・
吉
永　
タ
ツ
子

中
野
・
𠮷
原　
三
保
子

鹿
児
島
市
・
吉
盛　
正
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　
幸
奈

鹿
児
島
市
・
用
貝　
凛

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ゆ
き

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,571 3,965 7,536 3,927
上西 227 247 474 273
下西 1,004 1,094 2,098 1,147
国上 481 500 981 552
伊関 184 203 387 215
安納 178 176 354 201
現和 550 577 1,127 639
安城 148 140 288 162
立山 45 39 84 48
中割 37 34 71 51
古田 150 179 329 174
住吉 373 435 808 460

［校区別］

［人口］
全体 14,537 人（－ 27）
男性 6,948 人（－ 7）
女性 7,589 人（－ 20）

［世帯数］
7,849 世帯（－ 11）

（　）内の数字は前月比

6 月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　2 件
うち建物　0 件

［救　急］
出動件数　74 件
うち急病　46 件

6 月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発 生 件 数　   1 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   1 人

7 月 10 日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

⑲ 市政の窓2022.8 月号
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

18
Ｐ
か
ら
続
く

シオン学園

鹿児島県西之表市現和3305-2

TEL0997-25-0079 FAX0997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  
黒
糖
菓
子
!

こだわりの味

お
土
産
に

お
土
産
に

お
土
産
に


